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要 旨 透析患者の高齢化にともない，透析医療の現場において人生最終段階の医療・緩和ケ
アの取り組みが課題となってきた．このような高齢透析患者の人生最終段階における

医療において，患者をどのように看取るか，どのような緩和ケアを行うかが重要な課題となって
いる．そこで，維持血液透析見合わせ時の意思決定プロセスについての提言を踏まえながら，長
崎腎病院（当院）で取り組んでいる人生最終段階の透析患者の透析の差し控えおよび継続中止の
現状とその課題について検討した．事前指示書の取得を活用することにより患者の尊厳ある生き
方を実現できた．

キーワード　人生最終段階，透析療法，非導入（差し控え）・継続中止，事前指示書

はじめに

　わが国の透析医療において透析患者は年々高齢化
しており，日本透析医学会の統計調査によると65歳
以上の高齢者は2018年には66.9%と著明に高齢化し
ていた 1 ）．
　このような高齢透析患者の人生最終段階における
医療（終末期医療）において，患者をどのように看
取るか，どのような緩和ケアを行うかが重要な課題
となっている．そこで長崎腎病院（当院）で取り組
んでいる人生最終段階の透析患者の透析の見合わせ
および中止の現状とその課題について検討した．

アドバンス・ケア・プランニング ： Advance 
Care Planning（ACP）とアドバン・ディレク

イブ（事前指示書）（Advance Directives）

　アドバンス・ケア・プランニングとは将来の医療
およびケアについて，患者を主体に，その家族や近
い人，医療，ケアチームが繰り返し話し合いを行い，
患者の意思決定を支援するプロセスのことであり，
患者の人生観，希望に沿った将来の医療およびケア
を具体化することを目標にすることである．具体的
には患者の意思を尊重した医療およびケアを提供
し，尊厳ある生き方を実現することである．患者が
意思を明らかにできる時から繰り返し話し合いを行
い，その意思を共有することである，ACPにおけ
る話し合いの内容は，将来の変化に備え患者の意思
を尊重した医療およびケアを提供し，人生の締めく
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